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会　長

稲村　直之

会長あいさつ
この度港南区工業会は創立40周年を迎える事が出来ました。これもひと
えに会員企業の皆様方の絶大なるご支援、ご協力によるものと感謝申し上
げますとともに、行政、市工連をはじめ様々な形で当会に携わっていただ
きましたすべての方々のご支援ご尽力の賜物と深く感謝申し上げます。
港南区工業会の活動は設立当初より港南区の活性化と発展に貢献するこ
とを目指し、情報提供、情報交換等を業種の境を越えて行なってまいりまし
た。そのうえで様々な区役所主催の会議、イベント等にも参加をさせていた
だいており、港南区制50周年記念事業の際には記念式典において、笠原前
会長が産業分野での功労者表彰を受けられるなど長年にわたり協力関係を築
かせていただきました。これからも今まで以上に様々な場面でお声がけをい
ただき、地域に根差した活動を継続させていただきたいと思います。
この40年の間にいろいろな事が変化していますが、何と言っても地球温
暖化などの影響による大雨の被害は深刻です。昔はほとんど聞くことのな
かったゲリラ豪雨や線状降水帯という現象が頻繁に起こり、河川の氾濫等
による床上浸水やがけ崩れによる土砂の流入など毎年のように日本各地で
起こる災害の同じ様な光景をテレビの画面越しに見なければなりません。
泥だらけになった畳や家財道具を外に運び出し積み上げている住民の姿、
水浸しの畑や農園で出荷出来なくなった野菜や果物を呆然と見つめる生産
者の皆さんの気持ちを思うと本当にいたたまれなくなります。このまま行
けば人間が生きるには困難な未来が容易に想像がつきます。将来の世代が
安心して暮らして行けるように、異常気象につながる地球温暖化を抑える
ため、菅前総理が宣言した「2050年カーボンニュートラル」脱炭素社会の
実現を、人類の英知を結集しやり遂げなければなりません。
新型コロナウイルスの流行から間もなく3年がたとうとしています。長く
続くコロナ禍の中で様々な制約や自粛ムード等により大きく落ち込んでし
まった日本経済ですが業種によってはだいぶ持ち直してきた感もありまし
た。しかし米国や中国など他国がいち早く景気回復した影響を受け発生し
た、深刻な原材料不足と高騰化が日本の産業に大きな打撃を与えているう
え、2月から続くロシアのウクライナ侵攻による穀物、エネルギー価格の上
昇、さらには20数年ぶりの円安水準と、次々に襲ってくる不安要因により
中小、零細企業にとっては益々厳しい状況が続くのは避けられないのかも
しれません。当会会員企業の皆様におかれましても例外ではなく、日々大
変なご苦労をされている事と想像致します。こんな時だからこそ今まで培っ
てきた会員間の交流、連携、ネットワークを活かし、難局を乗り越えてい
く為にお役に立てる工業会にすべく更なる努力をしてまいります。
最後に会員企業、関係各位の皆様のご健勝ご多幸を祈念し、今後とも当
会へのご支援ご協力をお願い申し上げまして挨拶とさせていただきます。
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横浜市長

山中　竹春

お祝いの言葉
港南区工業会が創立40周年を迎えられましたことを、心よりお祝い申し

上げます。

皆様には長年にわたり、横浜経済の発展のため御尽力いただき、横浜市

政に対する御理解、御協力をいただいておりますこと、改めて厚く御礼申

し上げます。

また、昨年は工業会として職域接種を実施していただくなど、地域活性

化に貢献する団体として感染症対策にも多大なるご尽力をいただきました

こと、重ねて御礼申し上げます。

今や、約380万人の人口を擁する、日本最大規模の基礎自治体へと成長し

た大都市・横浜。今日の発展に至るまで、横浜が辿ってきた道のりは、決

して平坦なものではありません。これまでの40年を振り返りますと、バブ

ル経済とその崩壊、失われた20年といわれる経済の停滞とリーマンショッ

クなど、昭和、平成の時代を通じて困難な局面がありました。しかし、そ

のたびに、先人たちの努力によって、困難を乗り越え、力強い成長につな

げてきました。横浜のものづくり産業についても、皆様の高い技術力と熱

意により、少しずつ形を変えながらも発展し、輝き続けているものと確信

しております。

そして令和の時代となり、横浜市は、大きな転換期を迎えています。人

口は、昨年１年間で４千人以上減少し、戦後初のマイナスとなりました。

人口減少、超高齢社会の進行、２年以上にわたる新型コロナウイルスとの

闘い、目まぐるしく変化する世界情勢。私たちを取り巻く環境や課題は、

変化し続けています。しかし、いかに難しい状況に置かれても、その逆境

を今後の成長のチャンスに変えていく。その力が、ここ横浜にはあります。

長引くコロナ禍にありますが、街の賑わい、活力が少しずつ戻ってきました。

マスクの着用も、会話の少ない屋外では必要ないとされるなど、私たちの

生活も少しずつ元に戻り始めています。新規感染者数をしっかりと抑え込

み、人の移動や賑わいを取り戻していく。横浜市は、街の活力と横浜経済

の再生に向けて、横浜を愛してくださる全ての皆様とともに、市民の皆様

の幸せのため、横浜の将来にわたる成長のために、力を尽くしてまいります。

「誰もが自分らしさを発揮し、いきいきと安心して暮らすことができる

街」。私が目指す、横浜の姿です。皆様の変わらぬお力添えを賜りますよう、

お願い申し上げます。

むすびに、港南区工業会の益々の御発展と会員の皆様の御健勝を祈念い

たしまして、お祝いの言葉とさせていただきます。
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港南区工業会　創立40周年に寄せて
港南区工業会が創立40周年を迎えられたことを心からお喜び申し上げま

す。

これも長きにわたって港南区工業会を支えてこられた歴代会長をはじめ、

役員や会員企業の皆様のご尽力の賜物であり、深く敬意を表します。

横浜市内では高度経済成長期を経て工場立地が進んでいました。港南区

工業会は昭和56年に、市内4番目の地域工業会として、昭和59年の横浜市

工業会連合会の設立に先立ち、地域工業の振興・発展のために創立されて

おります。

この40年の間には、日本全体で景気の落込みや産業・社会構造の変化な

ど、大きな波がある中で、会員企業の皆様にはご苦労もあったかと思います。

ただ、そこで手をこまねいているだけでなく、会員同士の交流の場を多く

設け、絆を深められてきました。そして会員相互の連携によって、確かな

技術の承継や地域経済との協調を育むなど様々な変化に柔軟に対応し、こ

の40周年という節目をめでたく迎えられたと思っております。

一方、港南区工業会では「港南区の活性化と発展のため」を大きく掲げ、

区役所と連携しながら活動されてきました。このことによって、地域社会

における工業会の地位向上に尽くされており、40周年を契機にこの取組み

がますます広がり、地域に根付いた工業会として区民の皆様に身近に感じ

ていただけることを願っております。

末筆ながら、港南区工業会が40周年を迎えるこの時期に、新しい令和の

時代が発進しております。次の10年に向けて新たな歩みを進められる港南

区工業会の一層のご発展と、会員の皆様のご活躍を祈念いたしまして、お

祝いの言葉とさせていただきます。

一般社団法人
横浜市工業会連合会

会　長

加藤　卓郎
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お祝いの言葉
港南区工業会が40周年となる節目の年を迎えられましたこと、誠におめ

でとうございます。

また、日頃から港南区政にご理解・ご協力を賜り、誠にありがとうござ

います。

港南区では、「愛あふれる♥ふるさと港南に」を区政運営の基本目標とし

て、地域の皆さまと協働でつくる「安全で誰もが安心して元気に暮らせる

まち」づくりを進めております。

貴会の皆様をはじめ、自治会町内会などの地域団体が協力をして「見守り・

支えあい」などの活動にご尽力いただくことで、「安全安心の輪」が港南区

全体に広がっております。これは、貴会のご協力があってこそだと感じて

おります。

また、地域の方と行政職員が共に協働による地域づくりを学び合う場「学

び舎ひまわり」を港南区では開催しております。今年度開校10周年を機に、

新たに地域の企業をお迎えしました。その際、貴会にはご協力をいただき

ましたこと、厚く御礼申し上げます。今後もさらに良好なパートナーシッ

プを築いていけるよう、引き続きのご協力をお願いいたします。

港南区は「デジタル区役所」のモデル区に選定されました。デジタル技

術を活用し、利便性向上や区役所業務の効率化を進めることで区民の皆さ

まと向き合う時間を増やし、これまで以上に「あったかい区役所」を実現

するため「あったかデジタル　港南」を目標にして、取り組んでまいります。

また、新型コロナウイルス感染症の影響により２年間開催することがで

きなかった港南区健康ランニング大会においても、来年１月の開催に向け

て準備を進めております。長年、皆様にはこのようなイベントや地域のつ

ながりづくりに様々な形でご支援をいただいております。この場をお借り

して感謝申し上げるとともに、引き続きのご支援・ご協力をお願いいたし

ます。

コロナ禍により、緊急事態宣言が幾度となく発令され、感染拡大を防ぐ

ために社会経済活動が大きく制限されるなど、これまでにない程、皆様の

企業活動へ多大な影響があったこととお察しいたします。そのような中で

も、地域の中のつながりを強め、技術力や生産力の向上にご尽力いただい

ていることは港南区内のみならず、横浜市経済の発展、更には市民生活の

豊かさの実現につながっており、大変重要な役割を担っていただいている

と心強く感じているところです。

最後になりましたが、港南区工業会の益々のご発展と会員の皆様のご活

躍を祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせていただきます。

港南区長

栗原　敏也
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創立40周年をお祝いして
港南区工業会の創立40周年誠におめでとうございます。港南区工業会に

おかれましては、昭和56年の創立以来、会員企業が互いに業種の垣根を越

えて技術革新や情報交換を行うことで連携強化を図り、地元港南区の活性

化と発展に多大な貢献をしておられることに心から敬意を表します。また、

稲村会長をはじめ多くの会員の皆様には、長きに亘って私ども横浜信用金

庫をご利用いただき深く感謝申し上げます。

令和2年初頭より世界的に新型コロナウイルスが蔓延し、飲食業、サービ

ス業をはじめ多くの業種の方々が売上減少や資金繰り難に見舞われました。

また最近はウクライナ情勢、円安、原油高、資源高などがこれに追い打ち

をかけ、一層企業経営の舵取りを難しくしております。

このような事態に対応するために、各企業には業務の効率化、スリム化等

を通じた生産性向上など一層の経営努力が求められているところです。ま

た港南区工業会におかれましても、会員の皆様の間で密な情報交換を行い、

これまで培われた英知を結集し、会員一致協力してこの難局を乗り越えて

いただきたいと思います。

当金庫も地元金融機関として金融面の支援のみならず、皆様方の様々な

経営課題に対して真摯に取り組み、全力で当地域の成長と発展にご協力さ

せていただく所存でございます。

港南区の中心部である上大岡地区は、明治の初めにはわずか50世帯273

人が住む村であったとお聞きしております。この小村が近年の再開発事業

によって、今や横浜の副都心のひとつであり有数の繁華街となりましたの

も、港南区工業会の果たされた役割が非常に大きいものと拝察いたします。

これからも港南区工業会が中心となって末永く地域の発展を導いていただ

きますようにお願いします。

港南区工業会の益々のご発展と会員の皆様のご健勝、ご繁栄を心よりお

祈り申し上げ、創立40周年のお祝いの言葉とさせていただきます。

以上

横浜信用金庫理事長

大前　茂
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昭和 56 年 12 月 16 日　港南区工業会設立
初代会長・狩野　信夫　𠮷原産業（株）

その他の役員　�清水　直臣（㈱富士精機製作所）、� 住田　史郎（㈱住田工業所）、�

関根　儀雄（㈱黄金メッキ工場）、� 田野井　英雄（㈲田野井染工所）、�

三谷　芳治（㈱三富士製作所）、� 茂木　春三郎（㈲横浜製作所）、�

山口　　冠（㈱山口捺染工場）、� 横田　淳（池田資材㈱）、　　吉富　正和（㈲吉富印刷）

設立の目的

　ア　�工業をとりまく経営環境や立地環境の悪化等の諸問題に工場どうしが英知を結集し、また、共同事業に

取り組むことによって工業基盤を強化する。

　イ　工業界の意見や提案を集約できる機構を整備する。

　ウ　工場の高い雇用吸収力等を通じての市民との共生、地域社会の発展に寄与する。

昭和57年� 3月� 会報1号発行　

昭和57年� 6月� 総務、編集の2専門部会発足　

昭和58年� 9月� 地区制度の発足

� � 　第1地区長　高井軍造　(株)ニッシン電子　第２地区長　松原　清　松原工務店

� � 　第3地区長　高梨重春　(有)高梨鉄工所　　第4地区長　福波信彦　(有)フクバ自動車工業

昭和59年� 9月� 工場見学　「大木捺染工場」工程合理化作業の見学

昭和59年�11月� 研修会　テーマ「異業種交流と新分野開拓」

昭和60年� 6月� 指定旅館「あかざわ」にて一泊の懇親会を行う

昭和62年� 5月� 設立5周年記念パーティー

平成元年� 3月� 箱根に於いて一泊研修会並びに懇親会

平成4年� 5月� 港南区工業会設立10周年講演会・祝賀パーティー　場所：三越上大岡サンホール

平成4年� 11月� 見学旅行　草津白根方面�一泊二日

平成6年度　会長　三谷　芳治　（株）三富士製作所

平成7年� 10月� 中小企業経営者セミナー　テーマ「今後の経営に活かす企業間ネットワーク」

平成8年� 3月� 合同地区懇談会と講演会　テーマ「中小企業トップに求められる基礎知識」

平成8年� 10月� 講演会・お月見会　テーマ「企業体質の強化と働きがいのある職場づくり」

平成9年度　会長　笠原　節夫　（株）八千代ポートリー

� � ゴルフコンペ4回開催、ダンス同好者による月1回のレッスン・パーティー2回開催

活動報告 設立～平成23（2011）年度
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平成9年� 11月� 一泊研修バス旅行　山梨県石和温泉　研修先：神奈川県産業総合研究所、モンデ酒造

平成10年�11月� 一泊研修バス旅行　信州戸倉上山田温泉　研修先：オリンピック施設ビッグハット・味噌工場

� � 二世会の立ち上げと諸活動の開始

� � 会員募集、役員の選出、運営方法、会則の作成等に取り組む傍ら、懇親会を兼ねた勉強会を2回開催

平成11年� 6月� ビッグイベント「桂歌丸師匠の講演会と会員親睦パーティー」の開催　場所：ウィリング横浜

平成13年� 3月� 一泊研修バス旅行　富士吉田　　研修先：（株）アマダ　キリンシーグラム工場

平成13年� 6月� 男の井戸端会議室　“ホタルの夕べ”　開催

� � IT会の立ち上げ　代表　高井軍造（株）ニッシン電子　　講習会の開催

平成14年5月29日�通常総会開催と創立2０周年記念式典開催　会場：ホテル�ホリデイ�イン横浜

� � 　2０周年記念誌の発行、会のマークと会旗の作成

平成15年� 2月� 創立2０周年特別企画　一泊研修旅行　研修先：交易食品（株）茨城工場

平成16年�11月� １泊研修旅行　筑波宇宙センター、鹿島神宮

� � 港南区工業会ホームページの立ち上げ（IT部）

� � 組織部コミュニティー「若手会」発足　代表　稲村直之（有）稲村建具

平成17年�９月� 研修旅行　愛・地球博

� � 組織部コミュニティー「自然を楽しむ会」発足　代表　渡部昭男（有）三ツ矢鋼業

� � 事業部によるコミュニティー会の開催

平成18年� 4月� 若手会主催　国会見学会開催

平成18年� 5月� 第1回自然を楽しむ会開催　舞岡公園散策

平成18年�12月� 忘年会＆セミナー開催　桂歌春師匠を招いて　

平成19年� � 組織変更　総務部・コミュニティー部・渉外部・広報情報部

平成19年� 9月� 一泊研修旅行　上高地、黒部ダム

平成19年� 9月� 横田さんご夫妻拉致問題講演（於：港南公会堂）協賛

平成20年� 1月� 新年賀詞交歓会　　場所：ローズホテル横浜

平成20年� 5月� 第27回通常総会開催　場所：ウィリング横浜　　菅義偉氏出席

平成20年� 6月� カラオケ会　クリフサイド

平成22年� 5月� 港南区工業会OB会設立

平成22年� 6月� 自然を楽しむ会　大楠山ハイキング

平成22年�10月� 自然を楽しむ会　観音崎公園＆横須賀美術館

平成23年� 3月� 震災復興支援、ボランティア活動された港南区工業会会員多数

� � 　東日本大震災救済募金活動実施

平成23年� 5月� 第30回通常総会開催　場所：ウィリング横浜

平成23年� 9月� みやぎ工業会へ義援金を贈呈

� � 　現地にてみやぎ工業会と港南区工業会との意見交換

平成23年�11月� 創立30周年記念式典・祝賀会　場所：ローズホテル横浜

平成24年� 3月� 若手会主催　見学会　大成建設技術センターにて耐震・免震技術の見学
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●平成24年度（平成24年4月1日～平成25年3月31日）
� 4月20日（金） 第103回ゴルフコンペ 磯子カンツリークラブ
�5月15日（火） 第31回通常総会 ウィリング横浜
�6月� 3日（日） 自然を楽しむ会 三浦丘陵～江奈湾（雨天中止）
�6月15日（金） 見学会 築地市場、国会、ＪＡＬ整備工場見学
�7月24日（火） 第104回ゴルフコンペ 磯子カンツリークラブ
�8月29日（水） 和道会　 お茶を楽しむ会　港南台地区センター
�9月� 1日（日） 若手会 金沢海の公園にてバーベキュー
�9月� 5日（火） 第105回ゴルフコンペ 磯子カンツリークラブ
10月21日（日）、22日（月）　研修旅行 群馬､ 長野方面
11月�3日（土） 港南区ひまわり交流会 ｢子どもゆめワールド」餅つき手伝い
11月�9日（金） 市工連ボウリング大会へ参加
11月18日（水） 和道会　 お茶を楽しむ会　川崎大師中書院
11月27日（火） 第106回ゴルフコンペ 磯子カンツリークラブ
�1月21日（月） 平成25年賀詞交歓会 ローズホテル横浜
�1月29日（火） 第107回ゴルフコンペ 磯子カンツリークラブ
�3月15日（金） 第58回ボウリング大会 ｢赤い風船」と居酒屋 ｢かもん｣
�3月19日（火） 経済局との意見交換会 ウィリング横浜
�3月29日（金） 第108回ゴルフコンペ 磯子カンツリークラブ

「港南区工業会会報」No.55、No.56の発行

●平成25年度（平成25年4月1日～平成26年3月31日）
� 5月21日（火） 第32回通常総会 ウィリング横浜
�7月23日（火） 第109回ゴルフコンペ 磯子カンツリークラブ
�8月� 1日（木） 港南区ひまわり交流会 「生活体験交流事業」歓迎式お別れ会参加
�8月31日（土） カラオケ会 「遊木里」にてカラオケ懇親会
�9月� 8日（日） 自然を楽しむ会若手会 清川リバーランドにてバーベキュー
�9月24日（火） 第110回ゴルフコンペ 磯子カンツリークラブ
10月�3日（木） 見学会 マリンシャトル乗船、港湾施設見学
11月�2日（土） 港南区ひまわり交流会 ｢子どもゆめワールド｣ 模擬店出店、餅つき手伝い
11月22日（金） 市工連ボウリング大会へ参加
11月24日（日） 自然を楽しむ会 三浦富士～砲台山～みかん狩り
11月26日（火） 第111回ゴルフコンペ 磯子カンツリークラブ
�1月20日（月） 平成26年賀詞交歓会 ローズホテル横浜
�1月24日（金） 第112回ゴルフコンペ 磯子カンツリークラブ
�3月14日（金） 第59回ボウリング大会 ｢赤い風船」と居酒屋 ｢かもん｣

「港南区工業会会報」No.57、No.58の発行

●平成26年度（平成26年4月1日～平成27年3月31日）
� 4月11日（金） 第113回ゴルフコンペ 磯子カンツリークラブ
�5月20日（火） 第33回通常総会 ウィリング横浜
�6月� 1日（日） 自然を楽しむ会 舞岡公園を散策
�7月� 8日（火） 第114回ゴルフコンペ 磯子カンツリークラブ
�9月� 6日（土） 若手会 小菅ヶ谷北公園にてバーベキュー
�9月19日（金） 第115回ゴルフコンペ 磯子カンツリークラブ
10月4日（土） カラオケ会 「遊木里」にてカラオケ懇親会
10月19日（日）､ 20日（月）　研修旅行 浜名湖舘山寺温泉
11月�1日（土） 港南区ひまわり交流会 ｢子どもゆめワールド｣ 模擬店出店、餅つき手伝い
11月22日（金） 市工連ボウリング大会へ参加
11月25日（火） 第116回ゴルフコンペ 磯子カンツリークラブ

活動報告 平成24（2012）年度～令和3（2021）年度 ＋ 令和4（2022）年度上期
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12月�2日（火） セミナー　 ｢弁護士さんとは何？｣ 他
続けて忘年会　 京急百貨店バンケットルーム

�1月23日（金） 第117回ゴルフコンペ 磯子カンツリークラブ
�1月26日（月） 平成27年賀詞交歓会 ローズホテル横浜
�2月� 1日（日） 自然を楽しむ会 吾妻山公を散策
�3月13日（金） 第60回ボウリング大会 ｢赤い風船」と居酒屋 ｢かもん｣
�3月24日（金） 第118回ゴルフコンペ 磯子カンツリークラブ

「港南区工業会会報」合併号No.59、No.60の発行

●平成27年度（平成27年4月1日～平成28年3月31日）
� 5月21日（木） 第34回通常総会 ウィリング横浜
�6月12日（金） 第119回ゴルフコンペ きみさらずゴルフリンクス
�6月18日（木） 見学会 国会議事堂、首相官邸見学
�7月31日（金）～ 8月2日（日）　「ひまわり生活体験交流」　野島青少年研修センター
�8月25日（火） セミナー 「マイナンバー制度に関する講習会」　
�9月� 6日（土） 若手会 小菅ヶ谷北公園にてバーベキュー
10月�6日（火） 第120回ゴルフコンペ きみさらずゴルフリンクス
11月�7日（土） 港南区ひまわり交流会 ｢子どもゆめワールド｣ 模擬店出店、餅つき手伝い
11月27日（金） 市工連ボウリング大会へ参加
12月�1日（火） 第121回ゴルフコンペ 磯子カンツリークラブ
12月�6日（日） 自然を楽しむ会 金沢文庫（文庫特別展）称名寺野島公園
12月15日（火） セミナー 横浜信用金庫支店長による講演

続けて忘年会 安戸屋上大岡店にて
�1月26日（火） 平成28年賀詞交歓会 ローズホテル横浜
�2月26日（金） 第122回ゴルフコンペ 磯子カンツリークラブ
�3月11日（金） 第61回ボウリング大会 ｢赤い風船」と居酒屋 ｢土間土間｣

「港南区工業会会報」No.61の発行

●平成28年度（平成28年4月1日～平成29年3月31日）
� 4月19日（火） 第123回ゴルフコンペ 磯子カンツリークラブ
�5月26日（火） 第35回通常総会 ウィリング横浜
�7月13日（水） 第124回ゴルフコンペ 富士OGMゴルフクラブ市原コース
�8月�8日（月） ひまわり生活体験交流事業への協力
�8月18日（木） 和道会 第1回書道　港南地区センター
�8月27日（土） 若手会 京急上大岡駅ビル屋上にてバーベキュー
�9月23日（金） 第125回ゴルフコンペ 戸塚カントリー倶楽部
�9月30日（金） 港南区役所地域振興課との対話会

テーマ: ｢地域に学び､ 地域へ還元し､ 地域を活性化させる企業づくり」
10月�2日（日）､ 3日（月）　研修旅行 長野県上田市　真田の里
10月20日（木） 和道会 第２回書道　港南地区センター
11月�4日（金） 宮城県大崎市ひまわり交流会関係者との懇親会
11月�5日（土） 港南区ひまわり交流会 ｢子どもゆめワールド｣ 模擬店出店、餅つき手伝い
12月�2日（金） 第126回ゴルフコンペ 磯子カンツリークラブ　
12月�7日（水） セミナー 港南区防災講演会

続けて忘年会 懐石「花里」
12月17日（土） 自然を楽しむ会 金沢文庫～金沢自然公園
�1月24日（火） 平成29年賀詞交歓会 ローズホテル横浜
�2月16日（木） 第127回ゴルフコンペ 磯子カンツリークラブ

「港南区工業会会報」No.62の発行

●平成29年度（平成29年4月1日～平成30年3月31日）
� 5月25日（木） 第36回通常総会 ウィリング横浜
�6月16日（金） 第128回ゴルフコンペ 磯子カンツリークラブ　
�8月� 1日（火） ひまわり生活体験交流事業への協力　野島青少年研修センター
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� 8月� 3日（木） 和道会 第３回書道　港南地区センター
�9月22日（金） 第129回ゴルフコンペ 磯子カンツリークラブ
�9月30日（土） 若手会 三崎マリンセンターにてバーベキュー
11月�3日（金） 宮城県大崎市ひまわり交流会関係者との懇親会
11月�4日（土） 港南区ひまわり交流会 ｢子どもゆめワールド｣　模擬店出店
11月18日（土） 自然を楽しむ会 三浦富士から武山へ（雨天中止）
11月27日（月） セミナー ｢誰でも簡単！ＳＮＳ講座｣

続けて忘年会　 京急百貨店バンケットルーム
11月29日（水） 第130回ゴルフコンペ 磯子カンツリークラブ
�1月23日（火） 平成30年賀詞交歓会 ローズホテル横浜
�1月26日（金） セミナー ｢働き方改革について考える｣

続けて懇親会 謝房
�3月16日（金） 第63回ボウリング大会 ｢赤い風船」と和風ダイニング ｢きざみ｣

「港南区工業会会報」No.63の発行

●平成30年度（平成30年4月1日～平成31年3月31日）
� 5月24日（木） 第37回通常総会 ウィリング横浜
�6月19日（火） 第131回ゴルフコンペ 磯子カンツリークラブ
�7月29日（日） 若手会 稲村建具庭先を借りてバーベキュー
�8月�8日（水） ひまわり生活体験交流事業への協力
�9月14日（金） 意見交換会　地元の人材確保と女性就労希望者の雇用創出
10月28日（日）､ 29日（月）　研修旅行 栃木県日光市
11月�2日（金） 宮城県大崎市ひまわり交流会関係者との懇親会
11月�3日（土） 港南区ひまわり交流会 ｢子どもゆめワールド｣　模擬店出店
11月�8日（木） 和道会 第４回書道　港南地区センター
11月�9日（金） 見学会 新市庁舎建設現場見学と懇親会
11月17日（土） 自然を楽しむ会 三浦富士から武山へハイキングとミカン狩り
11月25日（日）､ 26日（月）ひまわり交流会　三本木訪問交流（宮城県大崎市訪問）
11月27日（火） セミナー ｢消費税軽減税率導入と消費税転嫁対策｣

続けて忘年会 ＆家（あんどや）
12月�4日（火） 和道会 第５回書道　八千代ポートリー
12月11日（火） 第132回ゴルフコンペ 磯子カンツリークラブ
�1月22日（火） 職業体験授業講師派遣　日限山中学校にて

講師：有限会社一建テック･上大岡法律事務所
�1月28日（月） 平成31年賀詞交歓会 ローズホテル横浜
�3月14日（木） 第64回ボウリング大会 ｢赤い風船」と和風ダイニング ｢きざみ｣

「港南区工業会会報」No.64の発行

●令和元年度（平成31年4月1日～令和2年3月31日）
� 5月23日（木） 第38回通常総会 ウィリング横浜
�6月25日（火） 第133回ゴルフコンペ 磯子カンツリークラブ
�7月23日（火） 地域他団体交流事業 「港南台商店会交流会」に参加
�8月� 5日（月） ひまわり生活体験交流事業への協力　野島青少年研修センター
�9月27日（金） 第65回ボウリング大会 ｢赤い風船」と和風ダイニング ｢きざみ｣
10月30日（水） 第134回ゴルフコンペ 南総カントリークラブ
11月�1日（金） 宮城県大崎市ひまわり交流会関係者との懇親会
11月�2日（土） 区制50周年記念事業 「おとなの体力測定」実施（来場者250名）
11月�2日（土） 港南区ひまわり交流会 ｢子どもゆめワールド｣　模擬店出店
11月30日（土） 自然を楽しむ会 元町～港の見える丘公園～山下公園

続けて忘年会 横浜みなとみらい万葉倶楽部
�1月17日（金） 第135回ゴルフコンペ レインボーカントリー倶楽部
�1月21日（火） 令和２年賀詞交歓会 ローズホテル横浜
�3月13日（金） 第66回ボウリング大会 ｢赤い風船」と「はしごや楽｣　中止中止
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「港南区工業会会報」No.65の発行

●令和２年度（令和2年4月1日～令和3年3月31日）
� 4月24日（金） 第136回ゴルフコンペ 磯子カンツリークラブ　中止
�5月21日（木） 第39回通常総会 書面にて報告、承認
�8月�8日 ひまわり生活体験交流事業中止に伴い代替企画ビデオレター作成に参加
11月�6日（金） 宮城県大崎市ひまわり交流会関係者との懇親会　中止
11月�7日（土） 港南区ひまわり交流会 「こうなん子どもゆめワールド」　中止
12月�8日（火） 検討会（理事限定）コロナ禍での工業会運営について　木曽路
�1月26日（火） 令和３年賀詞交歓会 ローズホテル横浜　中止
�2月�8日（月） 第137回ゴルフコンペ 横浜カントリークラブ　

「港南区工業会会報」No.66の発行

●令和３年度（令和3年4月1日～令和4年3月31日）
�4月30日（金） 第138回ゴルフコンペ 磯子カンツリークラブ　
�5月20日（土） 第40回通常総会 書面にて報告、承認
�8月�6日（金） 第139回ゴルフコンペ 磯子カンツリークラブ　
�8月�8日 ひまわり生活体験交流事業中止
�9月� 8日 創立４０周年記念事業実行委員会の立ち上げ
�9月18日（土）､ 19日（日）　　コロナワクチン職域接種（神奈川県歯科医師会館）
10月16日（土）､ 17日（日）　　合同企画　神奈川工業会・港南区工業会・鶴見区工業会
11月�5日（金） 宮城県大崎市ひまわり交流会関係者との懇親会　中止
11月�6日（土） 港南区ひまわり交流会 「こうなん子どもゆめワールド」

大崎市の物産展物販スタッフとして参加
11月12日（金） 創立４０周年記念式典・祝賀会　ローズホテル横浜　延期
12月�4日（土） 自然を楽しむ会 早川､ 片浦ウォーキング　石垣山一夜城
12月16日（木） 港南区工業会創立40周年記念日
� 1月25日（火） 令和４年賀詞交歓会 ローズホテル横浜　中止
�1月28日（金） 第140回ゴルフコンペ 磯子カンツリークラブ　
�3月18日（金） 第67回ボウリング大会 上大岡アカフーボウル　中止
�3月25日（金） 第141回ゴルフコンペ 磯子カンツリークラブ

「港南区工業会会報」Ｎo.67の発行

●令和４年度上期（令和4年4月1日～令和4年9月30日）
� 5月18日（水） 第41回通常総会 ウィリング横浜

続けて懇親会 京急百貨店バンケットルーム
�5月27日（金） 第142回ゴルフコンペ 磯子カンツリークラブ（悪天候のため中止　）
10月16日（日）、17日（月）　会員懇親旅行 伊豆修善寺
11月�9日（水） 創立40周年記念式典・祝賀会

「港南区工業会会報」Ｎo.68（40周年記念号）の発行

以下の活動の詳細は、特集記事に掲載されています

　・セミナー…………………………16、17ページ

　・研修旅行…………………………22、23ページ

　・自然を楽しむ会…………………28、29ページ

中止

中止

中止

中止

中止

中止
中止

中止

延期



（14） 港 南 区 工 業 会 会 報 令和 4年 10月 31日

当会が発足したのが昭和56年。私が成人するより
前で、発足時のメンバーは私の親世代ということにな
ります。そう思うと先人の方々を身近に感じることが
できます。まさしく、親世代が発展に尽力し、そのバ
トンを引き継ぎ次世代へ繋いでいく。今後日本は未体
験の少子高齢化時代を迎え否が応でも大きく変化して
いく。そして当工業会も・・・。
当会には母が初期段階より長い期間所属させてい
ただきました。母の勧めで横浜青年経営者会の入会を
決意し、その時に勧誘を兼ねて書類を届けてくださっ
たのが稲村現会長でした。この原稿を書きながら懐か
しく思い出しました。
私が本会に本格的にかかわらせていただ
きましたのは、平成20年コミュニティー
部の理事を拝命してからです。平成22年
総務部理事、平成26年総務部長になり現
在に至ります。
この10年間を振り返ってみますと、先
ず鮮明に残っているのは笠原前会長（現顧
問）の圧倒的なリーダーシップです。バラ
ンスよく会の運営をなさっていましたが、
何より大切に考えていたのは会員同士の交
流・親睦でした。これは同じ地域で事業を

営む異業種の方々（港南区工業会は、製造業に偏らず
幅広い業種の会員が所属している）が忌憚なくつきあ
える素晴らしい会であると感じることができ、とても
楽しく活動することができました。バトンを引き継い
だ稲村会長は、笠原イズムを継承しつつさらなる親睦
を深めるため会員交流に力を入れた運営をしてきまし
た。そしてより地域との密着を図るべく、港南区役所
等の行政との交流を重視した活動も行ってきています。
今後も、理事として会のさらなる発展に少しでもお
手伝いできればと思います。
とりとめもない回想文になってしまいましたが、私
らしくて悪しからずよしなに。

総 務 部 だ よ り
総務部長　成澤　宏
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令和4年5月18日（水）ウィリング横浜において、
第41回通常総会が開催されました。ご来賓の港南区
長、副区長をはじめ総勢40名のご出席を頂き、全議
案滞りなく満場一致で了承されました。
引き続き、今総会にて役員を退任される、髙梨副
会長、関理事の功労賞表彰がおこなわれました。長

年当会の役員、理事をつとめられたお二人に、稲村
会長より感謝状と記念品が贈られました。
総会終了後は、京急百貨店バンケットルームに会
場を移し、3年ぶりに懇親会を開催、新入会員2名も
ご参加いただき、港南区工業会らしい会員の親交を
深める一日になりました。

毎年1月に中華街にあります当会会員企業のローズホテル横浜にて開催し、毎回多くの会員の皆様にご参加頂
いております。

総　会

賀　詞　交　歓　会

　開始前のひとときには、恒例のお茶を
楽しむ会によるお茶席が設けられます。
ご出席の皆様にも大変好評です。

　趣向を凝らした余興で大盛り上がり。ご来賓の皆様も会員同様に
楽しくお過ごしいただいているご様子は当会ならではの光景ではな
いでしょうか。
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日　時：平成30年1月26日（金）　18：00～
場　所：横浜信用金庫上大岡支店２階�会議室�
テーマ：「働き方改革について考える」
講　師：�社会保険労務士　野崎　律博�氏

上大岡法律事務所�代表　石井　誠�氏（当
会理事）

　　　　�株式会社ブレスビット�代表取締役�達知　
剛志氏（当会理事・コミュニティー部長）

日　時：平成26年12月２日（火）�　18：00～
場　所：京急百貨店10階　バンケットルーム
テーマ：「弁護士さんとは何？」
講　師：上大岡法律事務所　代表�石井　誠　氏

（当会理事）

日　時：平成27年８月25日（火）�　18：00～
場　所：横浜信用金庫�上大岡支店２階　
テーマ：「マイナンバー制度に関する講習会」
講　師：�上大岡法律事務所�

　代表�石井　誠�氏（当会理事）�
株式会社ブレスビット�
　代表取締役　達知　剛志�氏�
　（当会理事・コミュニティー部長）

日　時：平成27年12月15日（火）　�18：00 ～
場　所：安戸屋上大岡店　
テーマ：�「金融機関職員としての苦労話や、現職

である立場においての心構えなど」
講　師：�横浜信用金庫上大岡支店�千葉支店長　同

上永谷支店�佐野支店長

日　時：平成28年12月７日（水）　18：00～
場　所：ウィリング横浜　５階
テーマ：�港南区防災講演会「横浜市の防災システ

ム・港南区の防災体制�」
講　師：港南消防署予防課長　吉野雅彦�氏

日　時：平成29年11月27日（月）�　18：30～
場　所：京急百貨店10階　バンケットルーム
テーマ：�「誰でも簡単！スマホやパソコンを活用し

たSNSやFacebookの魅力を学んでみよう」
講　師：�株式会社イータウン�代表取締役　齋藤　

保�氏（当会理事・広報情報部長）



（17）港 南 区 工 業 会 会 報令和 4年 10月 31日

日　時：平成25年３月19日（火）�18：30分～
場　所：ウィリング横浜　９階
テーマ：経済局との意見交換会

・工業会会員と行政のつながりについて
・「横浜ものづくりコーディネイト事業」
について

・金融円滑化法の対応はどうなっていく
のか

日　時：平成28年9月�30日（金）16:00 ～
場　所：港南区役所別棟2階203号会議室
テーマ：「港南区役所地域振興課との対話会」

日　時：平成30年9月�14日（金）10:00 ～
場　所：港南区役所3階会議室
小講演：「女性の力を経営に活かす時代へ」
講　師：�横浜市経済局中小企業振興部長　平沼　

英子�氏
テーマ：�「人材確保と雇用創出のための意見交換

会」
港南区役所・港南区工業会会員企業による地元で
の人材確保と(女性就労希望者)雇用創出のための
意見交換会

日　時：�平成30年11月27日（火）　18：00～
場　所：�横浜信用金庫�上大岡支店2階
テーマ：�「消費税軽減税率対策セミナー　�

～消費税軽減税率導入と消費税転嫁対策～」
講　師：清水　透�氏�（清水透税理士事務所）
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賀詞交歓会等でのお茶についてTOPICS

平成25年に活動を休止した「お茶を楽しむ会」。そ
の代表を務められた高梨前副会長。確か広報情報部
斉藤部長、橋爪さん、今井さんも参加されていたよ
うですが。
残念ながら私自身「お茶を楽しむ会」に参加した
ことはありません。しかし総務部長として担当する
「総会」「賀詞交歓会」のお茶席でのおもてなしにか
かわってまいりました。高梨さん、清水さん、川端
さん、橋爪さんには、大変お骨折りをいただきました。
高梨さん、清水さんは、粋に着物を着こなしいつも
カッコいいなあと感じていました。
当会がこのようなおもてなしをしていることを誇
らしく思います。
ですので、この素晴らしいおもてなしが当会か

ら消滅してしまうのかと一縷の不安はありましたが、
高梨さんのご厚意により継続していただけるとのこ
とを確認できた時はとても嬉しかったです。今後と
もどうぞよろしくお願いします。（総務部長   成澤宏）
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港南区工業会設立40周年を心よりお祝い致します
と共に、今日まで当会渉外部の様々な活動にご協力頂
き、お支え頂きました会員のみなさま、関係各所のみ
なさまへ、本紙をお借りしてあらためて御礼申し上げ
ます。
さて、ご承知のとおり、ここ数年の長引くコロナの
影響により多方面の組織及び団体にて活動自粛を余儀
なくされる状況下、令和4年に入り幾分かの活動再開
も見受けられるようになってまいりました。
コロナ禍突入直前には、ようやく定着し安定した関
係を築き始めていた港南区行政並びに区内地域活動団
体との協力活動なども、当該影響により休眠となって
しまい、振り出しに戻る感が否めないところもありま
すが、気持ちを切り替え、何れの事業も機を見計らい
活動再開を致します。
それでは、今回は40周年刊行誌への寄稿ですので
ここ数年内に実施いたしました事業を掻い摘んでご紹
介申し上げます。
会員間事業としては、横浜信用金庫会員支店長さ
ん方による金融機関に関わる講演会及び忘年会、港南
消防署さまによる防災体制についての講演会（と忘年
会）、みなとみらい万葉俱楽部での区制50周年記念事
業お疲れ会、理事会メンバーによるコロナ禍での当会
運営についての検討会。
対外事業として、港南区役所地域振興課さまとの地
域活動についての意見交換会、経済局中小企業振興部
長及び港南区役所地域振興課さまとの、地元での雇用
創出（女性積極活用）についての対話会、日限山中学
校からの要請に応じ、中学生による職業体験の機会提

供、「区政50周年事業としておとなの体力測定事業実
施」、そしてコロナにより中止となるまで、宮城県大
崎三本木との交流事業母体、ひまわり交流協会での事
業運営協力は毎年続けており、今年度は改めて復活の
見込みです。
また会員懇親旅行は、平成26年に浜名湖舘山寺
温泉への旅行、平成28年に戸倉上山田温泉への旅行、
平成30年に鬼怒川温泉への旅行、コロナ自粛により3
年間は延期しておりましたが現在のところ今期実施予
定として、伊豆半島半縦断旅行（修善寺まで、北条氏
ゆかりの地と深海魚水族館拝観付）を企画しておりま
す。
このように10年を振り返りますと、試行錯誤なが
ら実施して参りました様々な事業実績と、各場面での
人間関係の拡がりを思い返し、一方ではコロナ自粛に
より止まってしまった当該活動が、再稼働する事へ幾
ばくかの不安と困難を感じてしまいます。加えて、コ
ロナ禍収束とは明言出来ない状況下、会員のみなさま
への参加ご案内も歯切れの悪い呼びかけとなってしま
うのは否めません。コロナによる事業休止中に企画検
討していた事業なども少なくはなく、気持ちの上では
今のうちに可能な事業を短期間に詰め込んで実施した
いとの思いは大きなところ、ここにきてコロナ発症者
数が再び増加し始めており、今年度の予定事業にあっ
ても思うように開催する事が出来ないかもしれません。
会員のみなさまにおかれましては、開催出来ました事
業についてはご自身の参加意思及び体調管理にご配慮
頂いた上で、今年度はもとよりこれからも各種事業へ
ご参加頂きたいと思います。

渉 外 部 だ よ り
渉外部長　岩谷　憲和
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11月に開催される港南区最大の行事こうなん子ど
もゆめワールドに港南区工業会も参加しております。

港南区と宮城県大崎市の小学生が1年交代で行き来
して親睦を深める「ひまわり生活体験交流」です。

令和4年度は再開の予定でしたが、大雨による被害
状況を踏まえ中止となりました。

こうなん子どもゆめワールド

港南区ひまわり生活体験交流事業

　令和 4年度は再開の予定でしたが、直前によるコ
ロナ第 7波襲撃により中止となってしまいました。

ひまわり交流協会での協賛活動を積極的の行い
始めた時期の写真です。
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研　修　旅　行

平成24年10月21日（日）～22日（月）　

「草津温泉と八ツ場地域防災センター、赤城フーズ工場見学」
群馬・長野方面

平成26年10月19日（日）～20日（月）　

「駿府城公園、浜松エアパーク見学、大井川鉄道SL乗車」
浜名湖かんざんじ温泉
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平成28年10月2日（日）～3日（月）　

「周辺の歴史をドラマを情景に戦国武者の思いを携えて探訪」
長野県上田市 真田の里

平成30年10月28日（日）～ 29日（月）　

「鬼怒川温泉を中心に周辺の産業遺産見学と、
地元Ｂ級グルメを堪能し、地元物産館にて特産品の買い求め」

栃木県日光市　

　旅行先の各所にて、大河ドラマ真田丸に関わるイ
ベントが催されていました。
　コロナ自粛により延期しておりましたが、8月現
在にて今年度は懇親旅行を実施する予定です。
（大河ドラマ鎌倉殿の13人に併せて伊豆修善寺温泉）
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日頃より港南区工業会コミュニティー部の運営に際
しまして各段のご理解、ご協力を頂きありがとうござ
います。
2020年、年初から国内各所での新型コロナウイル
スの感染が確認され、同年４月には東京、神奈川を始
め7都府県に緊急事態宣言が発令され程なく全国に発
令され、その猛威は日本のみなず全世界に急速に拡大
しました。異例とも言える東京オリンピックが開催を
延期され翌2021年に観客動員数を抑制し実施されま
した。
しかしながら依然として収束が見えない新型コロナ
ウイルスは今夏には第７波を数え新しい日常への移行
も進まぬまま、3度目の夏を迎える事となりました。
コミュニティー部では業種、年齢に囚われることの
ない闊達な会員交流を進めるべく「ゴルフ会」、「若手
会」、「自然を楽しむ会」、「和道会」があり、それぞれ
趣向を凝らした活動を行っておりますが、2020年度

からは計画通りの行事・活動を行えない状況が続いて
おります。直接集い、会員様同士の親睦を図るのが目
的であるコミュニティー部活動にとって、現状下では
活動する事が非常に難しい状況ではございますが、行
動に配慮し実施可能なイベント（屋外で密にならない
イベント）を適宜開催し、交流を図って参りました。
新型コロナウイルスの流行以降、本来の活動と同
じとは参りませんが、可能な限り工夫し会員様との交
流・親睦を図れる場のプランを進めて参りたいと考え
ております。コミュニティー部は、何より会員様同士
が、気兼ねなく直接会話をする場をご提供するのが役
目でもありますので、時勢にあった方式に形態を変化
させながら今後とも会員の皆様方の交流のお手伝いを
させて頂きたと存じます。
また、工業会の会員減少も進んでおり、より一層日
頃交流が少ない会員の方々にも積極的にイベントにご
参加頂き、お話が弾むきっかけの場となれば幸いです。

コ ミ ュ ニ テ ィ ー 部 だ よ り
コミュニティー部長　達知　剛志
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　ゴ　ル　フ　会
　ゴルフ会では、三十周年が御座いました平成 24年
以降実に 38回のコンペを開催させて頂きコンペ開催
場所も磯子 CCだけでなく、近県ゴルフ場での開催も
加え、趣向を凝らして運営致して参りました。しかし
ながら新型コロナウイルス流行当初はコンペ開催もや
むなく自粛させて頂いておりましたが、屋外で且つ密
にならない事から開催要望も多数頂いておりました事
からコンペ後のパーティーは開催しない方式を取り、
回数は減少致しましたが、コンペは通常時に近い形で
開催させて頂き、ご好評を頂いております。当会だけ

ではございませんが、全体に高齢化も進んでおり、若
手にも積極的にゴルフコンペへの参加頂くようお声掛
け頂き、特に若手従業員様にも参加頂きコミュニケー
ションの広がりが持てれば幸いです。他方で「最もパ
ワフルなビジネスと昇進のツールの一つがゴルフ」と
も言われております。親睦にもビジネスにも繋がるゴ
ルフですので、楽しく、元気にプレー出来るよう健康
管理に留意頂きより多くの会員の皆様にご参加頂けま
すよう、今後とも宜しくお願い申し上げます。
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若　手　会
　当会若手メンバーを中心に活動致しておりますの
が、若手会となります。
　ただ、若手と言っても50歳を超えておりますので、
若手と言うには憚りがございますが・・・近年の活動内
容と致しましては夏季に実施しておりました会員様親
睦BBQ大会と総務部と共催する勉強会及び忘年会が主
な活動内容となっております。メインイベントである
BBQは多分に漏れず、ここ数年中止となっております

が、来年は通常通りに開催出来る事を祈念致しており
ます。また、若手会メンバー構成を若返りに向け改変
していく必要もございますので、会員企業様から若手
社員様を若手会メンバーとして参加させて頂き会の若
手会の活性を図っていく事が出来れば幸いです。
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　ボウリング
　当会の催しで毎年多くの会員企業様の若手従業員の
方々に参加頂けるイベントがボウリング大会となりま
す。お手軽に老若男女問わず参加でき奥が深いところ
が魅力なのでしょうか？近年では毎回優勝される方も
入れ替わり、誰が優勝するか予想も出来ず、正に白熱
した大会となっております。しかしながらボウリング
大会も他の行事同様に新型コロナウイルス流行に伴い
開催が見送られております。ボウリング大会は他の行
事と比較した場合に若い方の参加がとても多い行事で
もあり、普段お会いする事も少ない方も多く、おおい
に飲み、食べ、飲み、隣あった方とのお喋りや自己紹
介、時間の経過とともに打ち解け和気あいあいとした
雰囲気で交流を深める良い機会が最大の魅力でもござ
いました。

　次春に予定致しておりますボウリング大会はこれま
で通り開催出来多くの会員様企業の若手社員の皆様に
ご参加頂き、活気ある大会が開催できることを願って
おります。
　開催の折には是非皆さまにご参加頂き、盛り上げて
頂きたく宜しくお願い致します。
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自然を楽しむ会
　街歩きや近隣の自然と触れ合う企画を平成 24年以
降概ね年に 1回のペースで計９回程実施させて頂い
ております。
　散策を中心に市内、県内各所にて開催し、街歩きと
掘起しをしながらの散策を楽しんで参りました。街歩
きは、意外と知っているようで知らない事が多く「こ
んなのがあったのか！！」と知的好奇心をくすぐる発
見が沢山ございます。他にも「これ食べれたの？」と

言った少年少女のような驚きや、「そうそう子供の頃
食べた」等の思い出が蘇る瞬間もございます。脳には
新鮮な刺激ですね。
　これからも体と脳に新鮮な刺激を与え、身近な自然
に触れながら気持のリフレッシュと体力向上を目的に
ハイキング等を企画して参りますので、積極的なご参
加をお待ち致しております。

平成25年 9月8日（日）

● 清川リバーランド 
※若手会バーベキューイベントと共催

平成26年 6月1日（日） 

● 舞岡公園散策

平成25年 11月24日（日）

● 三浦富士～砲台山～ 
観光農園でみかん狩り

平成27年 2月1日 （日）�

●吾妻山公園
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平成27年 12月6日（日）

● 金沢文庫、称名寺（文庫：特
別展） 
旧伊藤博文邸宅、野島公園

平成28年 12月17日（土)

● 金沢の森を歩く 
金沢文庫 ～ 金沢自然公園

平成30年 11月17日（土）

● 三浦富士から武山へ 
ハイキング＆ミカン狩り

令和元年 11月30日（土）

● 元町～みなとみらい散策

令和3年 12月4日（土）

● 早川・片浦ウォーキング 
早川～石垣山一夜城
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和　道　会
　和道会は2018年迄御座いました茶道会を継承し、
加えて書道、華道に造形を深め嗜む事を目的に新規設
置されました。
　新設後、書道教室を5回実施致しましたが、新型コ
ロナウイルス流行もあり室内での開催でどうしても密
になってしまう事から残念ながらこの3年間活動が出
来ておりません。
　日本の伝統文化にはしんと静まり返った空間、よど
みない「凛とした空気」が日本特有の美意識で質素で
芯の強さに「美」を感じられると思われます。これは
伝統と作法が背筋を伸ばし自ずと所作が美しく見える
ところに起因するのではと考えております。
　最近では手紙をしたためる事も筆を取る事も殆どな
くなり、パソコンや携帯（スマホ）を利用したSMSで
済ませてしまうどこか空虚な世の中になっております
が、遠方の友、知人を頭に浮かべながら思いを巡らせ、

失われつつある文化かも知れませんが、手書きで思い
を伝える良い習慣であると思います。
　また、作法も優れた文化であり継承していく必要が
あります。例えば熱い飲み物を飲む際に和式では湯飲
みに持ち手はありませんが、洋式のカップには持ち手
があります。この違いこそが茶道からの作法となり、
文化となります。
　古き文化、作法に触れる和道こそ粋で、きっと新鮮
な体験となると考えております。
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広報情報部長　齋藤　保

早いもので前回30周年記念号発行からあっという間
の10年でした。
この間、2011年の3.11東日本大震災からはじまり、
全国各地で発生した数多くの風水害、そして現在のコロ
ナ禍という未曾有の災いに見舞われた年月でした。
そんな中にあっても、港南区工業会の果たす役割は
大きく、地域の事業者をつなぐ役割を様々な形で担って
きました。そして広報情報部は、前身の広報部とITが
統合してできたことから、会報誌はもちろん、インター
ネットを活用したwebサイト運営やfacebookの活用、そ
して総会などでのプレゼンテーション投影などの情報発
信や情報共有を行ってきました。

この10年、世界の情報やIT分野では目まぐるしい発
展が起こってきました。多くの事業所での広報や情報発
信のスタイルも大きく変化してきたことでしょう。メール
はパソコンやガラケー（携帯電話）が主流でしたが、現
在はスマホやタブレットなどで手軽に利用でき、さらに
はLINEなどの無料アプリ等を使った通信が当たり前の

時代になってきました。これまでのテレビや新聞、雑誌、
ラジオに加え、LINEやFacebook、TwitterなどWebサー
ビスの進化とスマートフォンの普及によって人が接する情
報量は圧倒的に増えました。その量は過去10年で530
倍とも言われています。
そんな情報過多な中、地域工業会として真に必要な
情報をどう会員のみなさまにお伝えして、その活動の魅
力や価値を共有できるかを今後も考えていきたいと思い
ます。

港南区工業会の一番の魅力は、総会や賀詞交歓会は
もとより、セミナーや研修旅行、ゴルフにボウリングな
ど様々な親睦や交流の機会が多いことだと思います。こ
うした活動をより多くの会員の皆様や地域の方々に正確
に分かりやすくお伝えすることがこれからも変わらぬ役
割です。稲村会長をはじめ、諸先輩方、また広報情報
部メンバーのみなさんのお力をお借りしながら、大切な
広報の務めを果たしていきたいと思います。

広 報 情 報 部 だ よ り
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No.61
平成27年9月30日発行

No.58
平成25年11月30日発行

No.54　30周年記念号
平成23年10月31日発行

No.64
平成30年9月30日発行

No.55
平成24年4月30日発行 

No.59.60合併号
平成26年9月30日発行

No.65
令和元年9月30日発行

No.56
平成24年10月31日発行

No.62
平成28年9月30日発行

No.66
令和2年10月31日発行

No.57
平成25年5月25日発行

No.63
平成29年9月30日発行

No.67
令和3年10月31日発行
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◆退任役員ごあいさつ
	 髙	梨　徳　有限会社	髙梨鉄工所
退任にあたり
　令和４年総会をもちまして港南区工業会役員を退任となりました。
　会創立40年の節目に巡り会い幸運にも挨拶文を寄せさせて頂きます。
　平成3年に理事任命され、私の人生の一番の活動期を工業会会員の皆様と過ごすことが出来ました。優
れた多くの先輩方の姿を見本に、任意の組織にはまず会の行事に参加するのが第一と教わりました。理
事会、講演会、セミナー等様々な勉強を致しました。平成10年笠原会長就任後、今までの経験地区別々
の活動に変わり会長発案のコミュニティ会（趣味の集まり）がゴルフ会・ダンス会等5グループで開始
されました。会員皆様がそれぞれの趣味を通じてご多忙の中でもご苦労を忘れて楽しい時を持てました。
ゴルフ会は特に結束が強く実績も有り羨ましいグループです。私も「お茶を楽しむ会」を始めさせて頂
き約10年に及び素晴らしい方々と出会い楽しい思い出ばかりです。事務局にも大変お世話になり御礼申
し上げます。仲間同志仕事のお付き合いも活発に行われ大変有意義な会となり
ました。地域の同業の会社及び異業種の会社の皆様と親しく会話する機会が多
くもたれました。
　港南区工業会は地域にとって必要不可欠な存在と確信致します。退任に
あたり工業会の益々の発展と会員皆様のご多幸を祈念申し上げます。
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新
入
会
員
の
紹
介

■医療法人 MoLead つながるクリニック 業 種 医業

代 表 者 八
はちもり

森　淳
あつし

住 所 港南区野庭町 665

TEL：848-2700　FAX：848-2701　ホームページ︰http://tsunagaru.clinic

つながるクリニック院長の八森淳です。港南区に開業して6年目になります。当院では地域のニー
ズに伴い、24時間365日対応の訪問診療を展開しております。訪問診療の相談は無料ですので
お気軽にお声掛けください。

◆新三役ごあいさつ
　　　会計	湯川	正純　株式会社ヘルツ　

　株式会社ヘルツの湯川です、この度稲村会長の命により会計職を仰せつかる事となり、会の公金を預
かる重責に身の引き締まる思いでお引き受け致しました。
　私、港南区工業会には横浜信用金庫�芹が谷支店長様の紹介で平成26年笠原前会長の時に入会させて
いただきました。電気業界･空調業界の同業者会にはいくつか参加しているのですが、港南区工業会は
全くの異業種の集まりなので業務上の繋縛もなく純粋に意見を交わしたり、プライベートでも多くの会
員様と知り合いになることができました。平成30年に理事職を拝命し、毎月の理事会に出席するように
なると以前よりも増して会員の皆さんと親交を深めることができるようになりました。
　ここ数年のコロナ禍で工業会の活動もほとんど行うことができず、会員の皆さんには本当にご迷惑を
おかけしております。
　今年の春ごろより感染者の増加もだいぶ下火になり、やっといろいろな行事が再開できるかなと思っ
た矢先に、第７波で過去最大の感染者数を記録するようになってしまったのは連日のニュースの通りで
す。元の活動ができるようになるにはもう少し時間がかかるかもしれませんが、いつトンネルの出口が
見えてもいい様に、微力ながら会の活動に尽力していきたいと思っております。

◆新理事ごあいさつ
　　　関根　玲子　株式会社黄金メッキ工場

　この度、港南区工業会の理事を拝命いたしました株式会社黄金メッキ工場の関根玲子と申します。
　弊社は中区黄金町にて昭和21年に創立し、昭和35年に現在の港南区の地に移転してから設立63年を
迎えました。
　弊社創業者の関根儀雄は、港南区工業会発足当時から会に携わらせて頂いていたとのことですが、当
時の事を何も知らなかった私は女性ということもあり、工業会の活動にはなかなか参加できずにおりま
した。そんな私がこのような機会を頂きましたことに感謝を申し上げるとともに、港南区工業会の活動
に貢献できますよう微力ながら努力して参る所存でございます。まだまだ若輩者でございますので皆さ
ま何卒ご指導ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。

　　　荻原　陽子　株式会社�和光
　この度、港南区工業会理事に任命をいただきました荻原と申します。介護・福祉を通し地域社会に貢
献できる会社を目指し、2003年から港南区丸山台にて事業運営しております。これまでの港南区工業
会の歴史を大事にしつつ、工業会発展の為、役員、委員、会員の皆様方のご支援をいただき責務を全う
できるよう努力してまいります。何卒ご指導ご協力をお願い申し上げます。
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平成24年度・
25年度

平成26年度・
27年度

平成28年度・
29年度

平成30年度・
令和元年 令和2年度 令和3年度 令和4年度

顧問 笠 原 節 夫 笠 原 節 夫 笠 原 節 夫 笠 原 節 夫 笠 原 節 夫 笠 原 節 夫

相談役 成 田 秀 之 志 村 洋 一 志 村 洋 一 志 村 洋 一 志 村 洋 一 志 村 洋 一 志 村 洋 一

相談役 松 岡 晢 士

会長 笠 原 節 夫 稲 村 直 之 稲 村 直 之 稲 村 直 之 稲 村 直 之 稲 村 直 之 稲 村 直 之

副会長 志 村 洋 一 鈴 木 　 清 鈴 木 　 清 鈴 木 　 清 鈴 木 　 清 鈴 木 　 清 鈴 木 　 清

副会長 高 梨 　 徳 高 梨 　 徳 高 梨 　 徳 高 梨 　 徳 高 梨 　 徳 高 梨 　 徳

副会長 高 井 軍 造 高 井 軍 造 高 井 軍 造 高 井 軍 造 高 井 軍 造 高 井 軍 造 高 井 軍 造

副会長 住 田 義 夫 江 藤 忠 勝 江 藤 忠 勝 江 藤 忠 勝 江 藤 忠 勝 江 藤 忠 勝 江 藤 忠 勝

副会長 鈴 木 　 清 平 野 裕 之 平 野 裕 之 平 野 裕 之 平 野 裕 之 平 野 裕 之 平 野 裕 之

会計 恩 田 幸 一 渡 部 昭 男 平 野 裕 之 平 野 裕 之 平 野 裕 之 平 野 裕 之 湯 川 正 純

総務部長 稲 村 直 之 成 澤 　 宏 成 澤 　 宏 成 澤 　 宏 成 澤 　 宏 成 澤 　 宏 成澤　�宏

コミュニ
ティー部長 江 藤 忠 勝 達 知 剛 志 達 知 剛 志 達 知 剛 志 達 知 剛 志 達 知 剛 志 達 知 剛 志

広報情報部長 平 野 裕 之 齋 藤 　 保 齋 藤 　 保 齋 藤 　 保 齋 藤 　 保 齋 藤 　 保 齋 藤 　 保

渉外部長 関 　 俊 和 岩 谷 憲 和 岩 谷 憲 和 岩 谷 憲 和 岩 谷 憲 和 岩 谷 憲 和 岩 谷 憲 和

総務部 花園美和子 花園美和子 花園美和子 助 川 雅 幸 助 川 雅 幸 助 川 雅 幸 助 川 雅 幸

総務部 立 岡 佳 起 助 川 雅 幸 助 川 雅 幸 湯 川 正 純 湯 川 正 純 湯 川 正 純 荻 原 陽 子

◆港南区工業会　役員・理事の10年間の変遷
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平成24年度・
25年度

平成26年度・
27年度

平成28年度・
29年度

平成30年度・
令和元年 令和2年度 令和3年度 令和4年度

総務部 成 澤 　 宏 南 部 昭 仁 南 部 昭 仁

コミュニ
ティー部 渡 部 昭 男 岡 﨑 勝 美 岡 﨑 勝 美 �岡﨑勝美 岡 﨑 勝 美 岡 﨑 勝 美 岡 﨑 勝 美

コミュニ
ティー部 松 岡 晢 士 森 　 研 二 森 　 研 二 森 　 研 二 森 　 研 二 森 　 研 二 森 　 研 二

コミュニ
ティー部 小 池 和 夫 尾 形 達 也 尾 形 達 也 小 川 寛 興 小 川 寛 興

コミュニ
ティー部 岩 谷 憲 和

コミュニ
ティー部 永 重 健 一 永 重 健 一

広報情報部 上 田 　 茂 上 田 　 茂 上 田 　 茂

広報情報部 橋 爪 重 信 橋 爪 重 信 橋 爪 重 信 橋 爪 重 信 橋 爪 重 信 橋 爪 重 信 橋 爪 重 信

広報情報部 斉 藤 　 保 石 井 　 誠 石 井 　 誠 石 井 　 誠 石 井 　 誠 石 井 　 誠 石 井 　 誠

広報情報部 今 井 　 晃 今 井 　 晃 今 井 　 晃 今 井 　 晃 今 井 　 晃

渉外部 伊 藤 三 郎 関 　 俊 和 関 　 俊 和 関 　 俊 和 関 　 俊 和 関 　 俊 和 関 根 玲 子

渉外部 内 田 武 始 碓 井 聖 司 千 葉 真 弘 �森澤正樹 小佐野　覚 小佐野　覚 小佐野　覚

渉外部 佐 野 剛 正 阿 部 義 実 筑 紫 剛 志 筑 紫 剛 志 安 達 和 芳 安 達 和 芳

監　事 清 水 鐵 夫 住 田 義 夫 住�田　義�夫 花園美和子 花園美和子 花園美和子 花園美和子

監　事 似田貝真道 恩 田 幸 一 恩 田 幸 一 上 田 　 茂 上 田 　 茂 上 田 　 茂 上 田 　 茂
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会　社　名 業 種 代 表 者 名 住 所 電話番号

株式会社 アクセス 自動車買取�
小 売 業 宮島　史裕 港南区港南中央通８－３６ 848-1533

有限会社 アクティブソフト ソフト開発 今井　　晃 南区八幡町３４－７ 253-1338

朝日生命保険相互会社
大船営業所

保 険 成田　幸子 鎌倉市台１－３－９
0467-�
46-3108

有限会社 アサヒナ精工
合成樹脂精
密機械加工
及び板加工
等樹脂加工

上田　　茂 戸塚区平戸１－１４－１７ 825-1811

株式会社 アドホームズ 内 装 大蔵　慶彦 港南区上永谷町４５９３ 374-4212

株式会社 アマノ技研
空 調 工 事
・管工事・各
種ボイラー機
器据付工事

天野　憲二
港南区野庭町５９９�

フラット天野１０１
844-8283

株式会社 イータウン
デ ザ イ ン・
地 域 情 報・
まちづくり

齋藤　　保 港南区港南台４－１７－２２ 520-8550

有限会社 一建テック 建 設 業 岩谷　憲和 港南区日野７－２２－１９ 840-0011

有限会社 稲村建具
木製建具・襖・
注文家具・店
舗用什器等
の製造販売

稲村　直之 港南区上永谷町４６１１－１０３ 842-2227

株式会社 エース産業 管 工 事 関　 富 栄 港南区日野中央３－１－１ 349-4156

株式会社 遠藤鉄工所 部 品 加 工 遠藤　和由 港南区日野南２－２０－１２ 833-0844

オートグラスアサヒ 株式会社
自動車ガラ
ス 販 売 施
工 ／ フ ィ
ル ム 貼 り

星　　静夫 港南区日野７－２－４ 843-8804

株式会社 オカザキ 建 設 業 岡﨑　勝美 港南区上永谷３－１３－９ 342-7324
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オフィス田中 経営コンサ
ル タ ン ト 田中満佐人

戸塚区上倉田町�

８８４－１－１１２２
392-8753

有限会社 海藤工務店 総 合 建 築 海藤　竹義 港南区笹下６－２７－１１ 845-0427

柏原建設 株式会社 建 設 業 柏原���� � 亮 港南区野庭町６５９－１７ 844-2217

株式会社 神奈川銀行
上大岡支店

銀 行 業 山根　健輔 港南区大久保１－２０－５４ 842-1861

かながわ信用金庫 港南支店 金 融 板 井　 淳 港南区港南中央通６－４ 844-2111

神奈川日産自動車株式会社
港南日野店

車 販 売 ／�
修 理 遠藤　賢一 港南区日野中央２－３－２ 846-2311

株式会社 カネミツ建設 土木建設業 金井美智子
港南区港南５－７－１０

金井ビル３階
355-0702

上大岡法律事務所 弁 護 士
事 務 所 石井　���誠

港南区上大岡西１－６－１

オフィスタワー２２階
840-2444

株式会社 キクシマ 建 設 業 菊嶋　秀生 港南区港南台４－３９－７ 833-3663

行政書士 長谷部事務所 行 政 書 士
事 務 所 長谷部惠春 港南区港南台７－４４－２５ 353-7789

株式会社 空造
リフォーム、�
リ ノ ベ ー
シ ョ ン・
不 動 産

岩田英二郎 南区中島町４－８１ 341-4612

株式会社 クラシード
携 帯 電 話、
フィットネス
ジム、 居 酒
屋、釣り堀他

倉田　実夫
港南区上大岡西１－６－１

ゆめおおおかオフィスタワー２３階
841-0200

株式会社 クリエイション企画 飲 食 店 橋本　光雄
中区住吉町１－１０

ラビオスかんない６Ｆ
663-7517

有限会社 小池塗装工業 塗 装 小池　和夫 港南区日野２－１６－１６ 844-5606

有限会社 興亜貴創 インテリア・
リフォーム 李　　泰徳 中区山下町２４－８－１００２ 222-1557

交易食品 株式会社 食 品 製 造 中村せりか 港南区大久保１－５－１８ 842-0081
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会　社　名 業 種 代 表 者 名 住 所 電話番号

高栄企業 株式会社
車 輛、 船
舶 レ ン
タ・リース

中村　栄一 磯子区洋光台３－１２－１ 835-1155

港南テクニクス 株式会社 自動制御装
置設計・製作 鈴木　���清 港南区下永谷３－７３－１１ 826-1288

株式会社 黄金メッキ工場
電 気 メ ッ
キ、バフ研
磨、 ブ ラ
ス ト 加 工

関根　玲子 港南区日野５－３１－１５ 843-8011

株式会社 コトブキ 電 気 設
備 工 事 根岸　照夫 港南区港南１－５－４２－４０３ 882-0237

株式会社 坂田組
土木工事、舗
装工事、水道
工事、法面工
事、造成工事

坂田　和弥 磯子区峰町３４９－１ 834-3750

佐々木健税理士事務所 税 理 士 佐々木　健 港南区上大岡西２－９－２０ 842-2674

株式会社 清水康益社 葬 祭 清水　一明 港南区港南中央通４－１１ 842-1140

医療法人社団成澤会
清水橋クリニック

健 康 診 断
／ 内 科・
循 環 器 科

成澤　　隆 港南区日野中央１－１９－４ 847-5533

昇栄工業 株式会社
法面工／法
枠 工 ／ ア
ン カ ー 工�
一 般 土 木

水野　和美 港南区日野２－６０－１９ 844-8303

新倖機材 株式会社
機械器具、工
具、注型材料、
電 装、 工作
機械販売等

橋爪　重信 港南区野庭町６８８－４ 845-3892

有限会社 伸幸自動車工業
車検及び一
般修 理、板
金、 全 メー
カー車輛販売

岡田　　博 港南区笹下２－１－９ 841-6366

すが義偉事務所 代 議 士
事 務 所 奥野智佐之 南区宿町２－４９ 743-5550

鮨大塚 鮨 店 大塚　淳市 港南区港南中央通８－１－１０５ 844-3223

株式会社 住田工業所 板金溶接加
工／沓架台 住田　義夫 港南区日野中央２－３５－２５ 831-4147

株式会社 盛工自動車整備工場 自動車整備 伊藤　克敏 港南区日野７－３－２６ 842-1083

株式会社 セントラルホール
横浜葬儀社

葬儀請負業 尾形　真也 港南区上大岡西１－２－２ 349-9141
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会　社　名 業 種 代 表 者 名 住 所 電話番号

相互運送 株式会社 一 般 貨
物 運 送 佐々木忠行 戸塚区小雀町２２５６ 852-2141

有限会社 高梨鉄工所 機械加工／�
メンテナンス 髙梨　　徳 港南区日野８－４－２３ 842-1027

大同生命保険株式会社
横浜支社

保 険 中山　一枝 中区尾上町３－３５�有楽ビル７Ｆ 211-2821

有限会社つくだインシュアラ
ンス

ＡＩＵ保険
会社・損害
保険ジャパ
ン 代 理 店

佃　　光義 港南区下永谷５－５４－７ 824-7013

医療法人 MoLead　つなが
るクリニック

医 業 八森　　淳 港南区野庭町６６５ 848-2700

鶴見プレス工業 株式会社 気化器部品、
電 装 部 品 志村　洋一 港南区日野５－１－３１ 841-2266

テンレイ斎場メゾン 葬 祭 総 合 岩佐　亜紀 港南区上永谷４－１９－１３ 844-5990

株式会社 トミ・管理サービス
ビ ル 監 理・
建 設・ 電
気 工 事

嶋田　祐司 戸塚区舞岡町２４５０－１ 820-1530

株式会社 永島建設
土 木 工 事、
舗 装 工 事、
水道工事業

永島　政浩 港南区日野４－７－２９－１ 848-2206

那須産業 株式会社 生 コ ン 圧
送 工 事 那須　裕彦 港南区丸山台２－３８－９ 842-1909

成田　秀之 成 田 秀 之 港南区港南 1－ 3－ 2　福聚庵
090-3205-
6020

株式会社 似田貝建設 建 築 ／
増 改 築 似田貝真道 港南区東永谷１－３４－８ 822-5059

株式会社 ニッシン電子
Ⅹ 線 装 置
に て 非 破
壊 検 査 を
す る 仕 事

高井　軍造 港南区大久保３－２５－３２ 845-2811

株式会社 ハセケン 看板工事業 長谷川　巧 港南区下永谷６－７－６６ 443-8871

株式会社 ハマケイ 食品小売業 田中　章夫 金沢区福浦１－２－４ 788-6585

有限会社 祓月技建 土木工事業 池田　大和 港南区日野２－１０－２１ 846-5573



（42） 港 南 区 工 業 会 会 報 令和 4年 10月 31日

会　社　名 業 種 代 表 者 名 住 所 電話番号

株式会社 万友 精密部品加工 立岡　佳起 金沢区幸浦２－９－１ 786-3810

美容室赤ずきん 美 容 業 南部　昭仁 金沢区並木３－３－６－１０１ 835-2880

株式会社 平野製作所
精 密 板 金・
ＮＣＴ・レー
ザ ー 加 工

平野　裕之 戸塚区平戸町３５４ 822-1011

株式会社 福美 韓 国 食 品
製 造 販 売 横石　秀明 南区高根町１－３ 261-1571

株式会社 ブレスビット
ソフトウエ
ア 開 発 ( 情
報 通 信 ）

達知　剛志
南区別所１－３－３１�

静心ビル２Ｆ
730-1656

平成ケンソー 株式会社 建 築 塗 装
／ 営 繕 加藤　郁子 港南区日野１－２－３４ 842-0631

株式会社 ヘルツ
電 気 設 備・
空 調 設 備・
消 防 設 備

湯川　正純 港南区東芹が谷１０－５ 825-8356

ホンダカーズ
神奈川中株式会社

自動車販売 大 平　 亮 港南区下永谷６－４－３０ 821-1221

ポーラザビューティー
港南台店

サービス業 横手　綾子
港南区港南台４－３－２�

安永ビル３Ｆ
832-7374

株式会社 マック 小 売 業 ( 作
業用品販売） 山本　耕司 港南区日野中央２－３－１０ 847-0951

ＭＩＮＡＴＯ 株式会社 保険代理業 坂巻健一郎
港南区上大岡西１－１３－１５

コーエービル４Ｆ
846-6030

港住装 塗 装 工
事 全 般 助川　雅幸 港南区東永谷２－７－２６ 821-2896

株式会社 宮島運輸
運送業（一
般貨物・貸
切 バ ス・
霊 柩 車 ）

宮島　秀晴 港南区笹下１－５－９ 847-0750

森元工業 株式会社 土 木 工 事 森元　金作 港南区下永谷３－４－６ 823-1673

株式会社 八千代ポートリー 鶏 卵 製
造 販 売 笠原　政利 港南区港南３－５－２１ 843-5105

有限会社 山崎プレス工業 精密プレス 山嵜　眞一 港南区日野５－４－１１ 842-1049
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株式会社横浜銀行
上大岡支店

金 融 草柳　孝広 港南区上大岡西１－６－１ 842-8361

横浜市民共済生活協同組合
上大岡普及サービスセンター

火 災 共
済 事 業 佐川　綾子

港南区上大岡西１０－２９

ケントプラザ２階
842-3840

横浜信用金庫　上大岡支店 金 融 小佐野　覚 港南区上大岡西２－１５－２３ 842-6121

横浜信用金庫　上永谷支店 金 融 安達　和芳 港南区丸山台３－１－２６ 843-1171

横浜信用金庫　芹が谷支店 金 融 富田　純一 港南区芹が谷４－５－３８ 825-1171

横浜信用金庫　日野支店 金 融 横溝　純一 港南区港南台１－７－１３ 831-2061

横浜セレモ 株式会社 葬 祭 業 森　　研二 磯子区中原２－８－６ 770-1235

有限会社 ヨシダ建装
内装仕上工
事（軽量鉄
骨下地・各
種ボード張）

吉田　幸弘 港南区東永谷１－３０－３４ 822-1487

合同会社 吉田高圧機械 高 圧 機 械
製 造 業 吉田　昌弘

港南区大久保�

２－１８－１－５０９

046-
240-8813

萬産業 株式会社 建築・内装 長谷川次郎 港南区日野２－１－５ 841-9961

株式会社 ライク 不 動 産 業 小川　寛興 磯子区中原２－６－４ 349-4031

株式会社 ラクジュ 建 設 業、�
宅 建 業 本橋　哲幸 港南区芹が谷４－２１－２２ 826-0802

有限会社 龍昇堂 印刷・印章 江藤　忠勝 港南区日野８－３－１ 349-5595

株式会社ローズホテルズ・
インターナショナル

ホ テ ル 業 李　　宏道 中区山下町７７ 681-3311

株式会社 和光 介護サービ
ス・建物管理 荻原　陽子 港南区丸山台２－２－６ 840-6085

和光エクスプレス 株式会社 一 般 貨
物 運 送 和田　光男 金沢区瀬戸１７－１８－８１３ 349-9614
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（53）港 南 区 工 業 会 会 報令和 4年 10月 31日

創立 40周年ということは、港南区工業会の創設は昭和何年だろうと考えてしまいますよね？（�2021 －
40 ＝ 1981�→�1981 － 1925 ＝ 56�）ああ、昭和 56年か・・・となります。
西暦と和暦の変換は面倒ですよね。今年は令和何年だっけ？とまよったときの豆知識です。
西暦の年の下 2桁を足すだけで令和になります（�2022 年は 2＋ 2で令和４年�）。ただし、この法則は
2029 年（令和 11年）までしか使えませんのでご注意を。（今井）

個人事業で起業したばかりの頃に港南区工業会に仲間入りさせていただき 20年が経とうとしている。よく
考えなくても港南区工業会の半分の歴史を歩んできたということか。白髪も増えるわけだが、多くの先輩
方や仲間のみなさんによくしていただき感謝の 20年である。（さいとうたもつ）

港南区工業会が設立された昭和５６年は、私が大学に入学した年です。40年の間には私自身もいろいろな
ことがありました。ゴルフを始めてから２７年、弁護士になってから 26年、それぞれ経験値もそれなりに
アップしていますが（ゴルフの方は先日初めてグロス 70台を北海道の桂ゴルフ倶楽部で達成しました（グ
ロス 78））、今後も港南区工業会のためにお役に立てれば幸いです。（石井）

私も当会員になり 40年（弊社創業と同時）数多くの仲間とお付き合いさせていただきました。またこの度
記念誌の作成に携わり振り返ってみて家族含め良い思い出を作っていただきました。（橋爪）

皆様、40周年おめでとうございます。30周年から 10年アッというまでした。今後も楽しい会を続けられ
るよう頑張ろう！（平野）

広報誌作成の経験はないのですが、記念誌作成には、歴史の生き証人も必要と考えて選ばれたのだと思っ
ています。記念誌となると過去40年の資料整理や取捨選択等をして如何に、分かり易く表現できるか、又
ページ割り・原稿依頼・校正編集そして印刷と多岐にわたりときには各自の宿題となり膨大な資料を抱え
て帰ることも。
編集委員みなさまのお陰様で40周年にふさわしい立派な記念冊子が出来上がりました。心よりお礼申し上
げます。（高井）

　長年の港南区工業会の経験や、横浜青年経営者会な
どネットワークを持つ稲村氏だからの信頼をもち新世
代会長としてバトンタッチすることができたことを嬉
しく思います。
　またあわせて若い世代の理事も仲間入りを行う体制
として、コロナ禍にも関わらず活発に活動を続けてい
る様子をとても嬉しく心強く見守っています。
　また、今後はビジネスや工業会の業界団体だけにと
どまらず、自治会・町内会や地域の各種団体、NPOな
どとの連携協働も積極的に行ってもらいたいと期待し
ています。

　四半世紀前のお話になります。
　港南区工業会の事務局へご縁があって電話番という
ことでお世話になりました。
　お仕事が徐々に拡大され何だか大変な事に・・・。
　会員の皆様方の紳士的な会の運営を垣間見させてい
ただきながら、私自身の好奇心も手伝い、気が付けば
20年。
　アナログからデジタルへと、PCは国を挙げての導
入の頃でした。会員の皆様方に励まされ煽てられ、最
低限のWordとエクセルにチャレンジ。
　港南区工業会でご縁いただきました事に感謝申し上
げますと共に、会員の皆様方のコミュニケーション力
で時代に即した会としての益々のご発展を願っており
ます。
　港南区工業会は永遠に不滅です。

港南区工業会前会長
笠原�節夫

港南区工業会前事務局長
川端�恭子

創立40周年に寄せて




